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TEL：023-622-4789 

FAX：023-622-4790 
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何事でも、自分にしてもらいたいことは、 

ほかの人にもそのようにしなさい。     聖書 

 

２０２３年３月 東原幼稚園新園舎エンジェル館完成 

   

～エンジェル館は０～２歳のお子さんたちのために建てられました～ 
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   特 集  

「わたしが大事にしていること・私が大好きなこと・私の宝」  
 

【同窓会長よりご挨拶】 

山鳩同窓会員のみなさま、保護者のみなさま、お元気でいらっしゃいますか？ 

この５月からコロナ対応の変化により、オンライン生活から対面の生活に戻り、戸

惑っていらっしゃる方々もいるやに聞いておりますが、焦らずに各々のペースで戻し

ていけるように、できるところから進めていきたいものです。 

皆さんは何に取り組みたいですか？もう取り組みましたか？私は旅へ出たいと願っ

ています。 

新たな発見や気づきを経験なさった方は、同窓会にご一報いただけると感謝です。

お待ちしています。 

5 月から、幼稚園の新しい出発に必要な建築資金の援助のためのご寄付をお願いし

ております。たくさんの方々にご賛同をいただき、早速ご寄付をお寄せいただいてお

りますことに、心から感謝を申し上げます。この寄付期間は２０２５年３月までで、

現在も受付中です。ご協力いただけますよう重ねてお願い申し上げます。幼稚園のホ

ームページからお申込みください。 

みなさまの日々の生活が守られますように、イエスさまの愛と恵みのうちに歩まれま

すように、前会長の阿部先生と共々にお祈りしています。 

 

  【202３年度の同窓会行事】  

 

   ★１年生同窓会…６月１７日（土）１０：００～１１：３０ 

＊小学 1 年生のたくさんの卒園生が参加し、楽しいひとときとなりました。 

 

   ★山鳩同窓会クリスマス祝会…１２月２日（土）１０：００～受付 

     今年のクリスマス祝会は昨年より内容を膨らませて実施したいと考えております。 

こんなことがしてみたい！などがありましたら、ぜひ幼稚園までご提案ください。 

 

★２０２３年度同窓会入会式…２０２４年３月２０日（水） 

 

※２０２３年度、東原幼稚園は認定こども園に移行致しました。 

それに伴いまして、今後はファミリーフェローシップを取りやめと致します。 
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幼稚園卒園おめでとう！ 

卒園児１９名が幼稚園から羽ばたきました！ 

「ゆめ！おおきくなったらなにになる？」 

2022 年度 

いけだそうし 

サッカーせんしゅ 

いたはなはるや 

きまっていない 

えんどうみお 

キャプテン 

スノーボール 

くどうりお 

ようちえんの 

せんせい 

つねかわさわ 

かしゅ 
やくわまこ 

おはなやさん 
みぞこしかなと 

しんかんせんの 

うんてんし 

おじまゆいこ 

アイスやさん 

やなぎぼりしほ 

ようちえんの 

せんせい 

さかいりょう 

たいこを 

たたくひと 

こやまともき 

かみひこうき 

やさん 

いしだあおい 

カレーやさん 

かさはらしょうへい 

むしやきょうりゅう

のはかせ 

たいそうせんしゅ 

うめつせいら 

りょうりやさん 

さいとうことは 

ようちえんの 

せんせい 
よしだあさひ 

ゲーム 

クリエイター 

いのうえしおり 

おはなやさん 

じんぼゆうき 

うちゅうに 

いきたい 

すずきまひろ 

こころもからだも

つよいひと 

ひとにやさしく 

できるひと 

（卒園アルバムより転記） 
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特集 

＜わたしが大事にしていること・私が大好きなこと・私の宝 ＞ 

 山鳩同窓会のみなさま、お元気でいらっしゃいますか？新一年生のみなさんは小学校生活

を楽しんでいますでしょうか？ 

 コロナの扱いが変わり、私たちの生活も少しずつ以前に戻りつつあるように感じます。 

 今回のテーマは【わたしが大事にしていること・私が大好きなこと・私の宝】です。コロ

ナ禍を乗り越えた今も変わらずに大事にしていること、大好きなことをみなさんにお聞きし

ました。 

 

   

「わたしのたからもの」 しょうじあおい 202１年度卒 

わたしのたからものは、かぞくと、そのいのちです。 

パパもママもおこるとおにのようにこわいけど本とうは、やさしいです。ギュッとわたし

をハグしてくれました。 

 おとうとはひがしはらようちえんの年長さんです。おとうとが、まだうまれないころ、わ

たしは、 

「きょうだいがほしいなあ。」 

と思っていました。うまれたときは、すごくうれしかったです。でも、今はつかれはててい

ます。学校からかえると 

「あそんで、あそんで。」 

がとまらないからです。しゅくだいだってやらなくちゃいけないし、歩い

てかえってきてクタクタだからです。 

「うるさい！しずかにしてよ。」 

とどなってきょうだいゲンカになってしまいます。 

「あーまたママにしかられる。」 

でもおとうとは、あそびの天才ものづくりの天才すごいです。二人でなかよくあそんでる

といろんなことがたのしくなります。きょうだいゲンカをしてもきょうだいはいいです。 

 きょ年、まえのえん長先生がなくなりました。びょう気だったなんてしらなくてびっくり

しました。先生はやさしくて、ずっと生きていると思っていたので、かなしかったです。と

もだちにもすぐにおしえてあげました。いのちってなくなるんだとしりました。 

 わたしのかぞくは今とてもげん気です。ずっとパパとママとおとうとといっしょにくらし

たいです。 
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「私の大事なあいさつで」  後藤みちる 201８年度卒 

私は、あいさつをするのが大好きです。そして、あいさつやえしゃくをすることを大事に

しています。 

私は最近自分のあいさつで周りを笑顔にしている事に気がつきました。私は２年生の時、

学校で一番あいさつが上手と言われたことがあります。その事を、「ことなサミット」と言

う大人と子供で話し合う会議みたいなものでいわれた時、「私は当時こんなすごいあいさつ

をしていたんだ」とおどろきました。そして、その時、その事を話していた校長先生はすご

く笑顔でした。また、その事を言ってくださったたんにんの先生もすごく印象的だったのも

覚えています。 

 そして、私は車に道をゆずってもらった時には必ずえしゃくをします。その時、車に乗っ

ていた人の顔を見てみると、ほとんどの人が笑顔でした。また、私の学校は先生とすれちが

ったらあいさつをする決まりです。なので私はすれちがう時にはえしゃくをします。その時

は、大体の先生が笑顔でえしゃくを返してくれたし、私のえしゃくをほめてくださいます。 

 このような事から、私は最近あいさつやえしゃくで周りが笑顔になっていることに気付き

ました。 

 私は、まわりの人をもっと笑顔にするにはどうすればいいのかを考えました。その時思い

ついたことは、「あいさつ、えしゃくをていねいに、１つ１つに気持ちをこめて」が大事だ

と考えました。私はいつも歩きながら大きな声で朝校長先生にあいさつなので、足も止め、

「ていねいに」することにしました。そして、えしゃくももっとふかくすることにしました。 

 「私は大事なあいさつで」まわりの人を笑顔にしていくときめたので、決めた事を守り大

事なあいさつ、えしゃくを続けていきたいです。 

 

 

「大事にしていること」 須藤大和 201５年度卒 

ぼくが大事にしていることは『ことば』です。 

 

僕は今、中学２年生です。 

勉強や部活、友達関係色々と悩みがあります。 

楽しいこともありますが、苦しいこと、悲しいこともたくさんあります。 

そんなマイナスの気分のときは決まって『ありとうございます』と言います。 

嫌なことが起こると、ずっと嫌なことを考えてしまうので、その嫌なことを断ち切るため

に『ありがとうござます』と言います。 

すると嫌な気持ちだったのが、好転していくような気がします。 

最近では、学校で嫌なことがありモヤモヤしていました。しかしこの言葉のおかげで前向

きになれ、ぼくには味方がたくさんいることに気づくことができました。 

先日、「ヨハネによる福音書」第一章の冒頭を目にする機会がありました。 
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やはり言葉はとっても大切なんだと改めて思いました。 

 

はじめに ことばがあった 

ことばは 神と共にあった 

ことばは 神であった 

そのことばは はじめに神と共にあった 

すべてのものは これによってできた 

できたもののうち 一つとしてこれによらないものはなかった 

このことばに 命があった 

そしてこの命は人の光であった 

 

 

「私の大好きなこと」  阿部真夕 201３年度卒 

私の大好きなことは、小さい時の写真を見ることです。 

私のアルバムには小さい頃の写真がいっぱいあります。写真を見な

がら、その時の事を思い出したり母に思い出を聞いたりする時間がと

ても好きです。赤ちゃんの時の写真は同じ様なものが何枚もあります。

母に聞くと、それぞれに思い出があるみたいです。この時は夜なかなか

泣き止まなくて大変だったのにタオルを体で巻いたら落ち着いて寝てしまったとか。タオル

を持っている写真が何枚もあります。確かに今でもタオルの感触は大好きだなと思い、笑え

ます。 

次に多いのは幼稚園の写真です。サクランボ刈り、運動会、水遊び、田植え、トレーニン

グパンツ姿で遊んでいるもの、衣装ケースの中に友達とぎゅうぎゅうになって嫌そうな顔で

写っているものなど本当にたくさんあります。 

 最近はけい帯のカメラばかりで、アルバムになっていないので、こうやって家族で話して

アルバムを見る時間が私にはとても大好きな時間だと改めて思いました。 

 

 

「私が大好きなこと」   千葉篤志 2007 年度卒 

私は音楽が大好きです。音楽を聴くことはもちろん、ギターなどを使って曲を制作するこ

とも好きです。音楽を語り出したら、止まらなくなってしまうほどです。自分の好きな音色

を思いっきり鳴らすときは本当に心地がいいものです。しかし、バンドで音楽をやるとなる

と、色々と考えなくてはならないことが増えてきます。それは、リズム、テンポ、音の重な

りなどによって、曲全体のバランスが崩れてしまうことがあるからです。自分が好きなよう

に弾くだけでは、曲が成り立たなくなってしまうのです。バンドで音楽をするときは、常に
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一体感を持って、音楽を作り出そうとする心構えが求められます。相手のことを考え、自分

の得意なことを活かしつつ、一つの音楽を作り上げるのは、まるでチームプレイのスポーツ

のようです。これは、音楽以外でも大切なことだと私は思います。相手を尊重し、相手の得

意を引き出し、自分の得意なことを活かしていく。難しいことではありますが、同時に人と

関わる上で大切なことだとも思います。人間には得意、不得意があるのは当然です。それを

お互いに認め、カバーをし合っていくことができたらとても素晴らしいことではないでしょ

うか。私は現在、大学の近くの認定こども園にて、保育補助のアルバイトをしています。子

どもたちの個性と得意なことを認め、難しいことであっても、チャレ

ンジできるように手助けをしている先生の姿を見ると、私自身もこの

ように東原幼稚園で育てていただいたのだと実感しています。その姿

を見て私も思いやりをもって人と関わることのできる者になりたいと

思わされました。高校の時に、東原幼稚園の卒園生と再会し、バンド

を結成し、今も音楽を続けています。私にとって音楽は大好きなこと

であり、大切なことを教えてくれたものでもあるのです。 

 

 

「私が大事にしていること」  笹原あすか 2004 年度卒 

東原幼稚園の創設 73 周年おめでとうございます。東原幼稚園は妹も、母も通った場所

で、歌が大好きだった祖母も一緒に三世代で園歌を歌えることが、その当時何だか誇らしく

て嬉しかったことを覚えています。毎日飽きもせず作り続けた泥団子や、一生懸命覚えた御

言葉、大好きな先生たちと友達との時間。心に残っている思い出の一つ一つが私の土台にな

っています。 

私は今、知的障がいの特別支援学校の教師として働いています。教師として、また一人の

人間として大事にしていることは、『自己肯定感』です。「自分にはこんなすごいことができ

る！」とか、「これだけは誰にも負けない！」と思えることは、自分の人生を輝かせるため

に必要なことだと私は思っています。でも、「安心するなあ。」とか、「いつも自分のことを

見てくれているなあ。」という感覚が分かることも立派な自己肯定感の一つだと考えていま

す。今は、一人でできた！と感じられることが難しかったり、先のことを不安に感じやすか

ったりする子ども達と向き合う中で、少しでも毎日が楽しく将来が豊かであるように、かか

わっていきたいと思っています。自分の家族や友達という近しい関係ですら、その人にとっ

てのすごいことや誰にも負けないことを、私が気付かせてあげることが難しいのに、教師と

してかかわる数年間ではもっと大変なことです。でも、普段の何気ない会話やかかわりの積

み重ねで、ちょっと頑張ってみようかなと思える機会や少し誇らしく思えるようなことを増

やすことはできるかもしれないと思っています。そんな自己肯定感を大事にしたいです。 

こうして改めて考えると、今の自分がいるのは、幼稚園の先生方、そして神様がいつも、私

の小さな努力やできたこと、悲しかったことや悔しかったことを大切に受け止め、認めてく

れていたからだと感じます。これからも温かくて楽しい東原幼稚園がずっと続いていきます
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よう、お祈りしています。 

 

 

 

                                         

 

６月の創立記念日に、卒園生のさんからおたよりをお寄せいただきました。 

 

第７３回創立記念日に寄せて 

第 43 回卒 金谷 歩 

 

このたびは、東原幼稚園が創立 73 周年を迎えられましたことを、心よりお慶び申しあげます。 

 私は 1990年 4 月に東原幼稚園に入園しました。それから 30 年以上の時が経ち、昨年からは娘が東

原幼稚園にお世話になっています。先日は自分が当時面倒を見ていただいた先生方ともお話をさせてい

ただき、とても懐かしい気持ちになりました。 

 幼稚園に関する楽しかった記憶はいろいろありますが、特に印象に残っていることは旧園舎の砂場や

押入れで遊んでいたこと、クリスマス会の降誕劇で「三人の博士(学者)」のひとりになったこと、そして

何よりも優しい友達に恵まれたことです。 

 卒園間近のころに引越しをしたこともあり、私は幼稚園での知り合いが誰もいない小学校に進むこと

になっていました。当時、体も小さく気も弱かった私は小学校でうまくやっていける自信がなく、不安ば

かりが先走っていました。そんな時に救ってくれたのが、幼稚園で一番仲の良かった友達の「かっちゃ

ん」でした。 

彼は「大丈夫だよ。もし、ばかにしてくるようなやつがいたり、嫌なことがあったりしたら、おれに言

いなよ。おれがやっつけて守ってあげるから大丈夫だよ」というような言葉をかけてくれました。その言

葉は、私に計り知れないほどの勇気をくれました。 

卒園後は別々の小学校に進み、その後大きくなってから再会することはありませんでした。彼はもう覚

えていないかもしれませんが、私にとってはかけがえのない出来事です。東原幼稚園で彼と出会えたこ

とは、私の人生の宝物だと思っています。 

 

娘は現在、ほしぐみでお世話になっています。先生やお友達とお話したことや、遊んだこと、優しくし

てもらったことなど、幼稚園でのことを嬉しそうに話す姿を見るのが何よりの喜びです。約 30年前、私

が「かっちゃん」との宝物と思える出会いをしたように、娘にも東原幼稚園で素敵な出会いや経験を積ん

で、成長してもらいたいと思っています。幸い、優しい先生方やお友達に恵まれ、楽しい幼稚園ライフを

送っているようです。同窓生のお子さんとも同級生になり、いろいろなご縁があると感じています。 

コロナ渦や現代社会の色々な制約があり厳しい中でも、素敵な環境を整えこどもたちを見守ってくださ
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っている先生方や、いつも娘を支えてくれている幼稚園のお友達のみなさんには、感謝の気持ちでいっ

ぱいです。 

末筆ではございますが、東原幼稚園の今後ますますのご発展をお祈りし、お祝いの言葉とさせていただ

きます。 

 

金谷歩さんは当園の第４３回卒園生で、お子さんのりおさんは、「ほしぐみ」に在園中です。 

どうもありがとうございました。 

 

 

 

幼稚園の先生方から ～HP の職員紹介より～ 

今年度、新しい先生が増えました。今回は、HPの職員紹介ページの内容をここに載せます。 

以下の項目について書いてあります。 

上から、この３つの項目について書いてあります。 

 

私はこんな人間です／私の教育スタイル／ 

 

園長 鳥居完次 

凝り性 

じっくり育つのを待つ 

あなたは神様に愛されいている 

 

園長補佐 土田達夫 

旅が好きです。山陰地方と四国南部はまだですがいつか・・・。 

一人一人に神さまから与えらえているタラントを十分に引き出すことを喜びとします。 

第 2、第 3 のダニエルになって、この日本が神さまに喜ばれる国になれるように力を貸してください。 

 

副園長 中村圭子 

マイブームが激しいです。今凝っているのはチェンバロの演奏とラテアート。 

何かを乗り越える時に必要なのは「楽しい」です。 

園生活を楽しんでね。 

 

事務 佐藤泉 

立ち止まってじっくり考える。そしてまた次へ進みます。 

いろいろな体験から「美しい！」と感じる心を育てたいと思っています。 

みんなと出会えたことがとても嬉しいです。 
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絵を描いたり作ったり、いっしょに楽しく過ごしましょうね。 

 

武田ゆき 

私が幼稚園児だった時、将来なりたかったのが幼稚園の先生！子どもの頃の夢を叶えた者のひとりです。 

一人ひとりを大切にし、子どもの自ら学び、成長していく力を最大限に引き伸ばしていきたいです。 

笑顔のきみも、泣いているきみも、怒っているきみも、みんなきみ。そのままのきみが大好きだよ。 

 

千葉節子 

子どもと遊ぶこと、話すこと、歌うことが何よりも大好きで、なんて幸せな仕事をしているんだろうと感

じています。 

子ども達の笑顔が元気の源です！ 

お休みの日は美味しいものを食べて、ストレッチをして体力作りをしています。 

子どもの気持ちに寄り添い、受け止めて理解していくことを大切にしています。温かい言葉とまなざし

を注いで保育したいと心がけています。 

たくさん発見し、たくさん挑戦し、思いっきり遊ぼうね。イエスさまからいっぱい愛をもらって、みんな

の優しい心ガキラキラ輝きますように。 

 

鈴木瑠美 

一度やり始めたことは最後まで自分でやらないと気がすまない性格を改めようとしています。ドラマの

伏線回収が好き。絵本が好き。ごはんが好き。 

動物だいすきだけどナデナデすると鼻水とくしゃみが止まらなくなります(泣) 

人は、ひとりひとり違って当然。言葉や行動の裏側にあるものを見つめ、その子を理解しようと努めるよ

うにしています。 

かみさまは、きみのことだいすきだよ。 

せんせいも、みんなのことだいすきだよ。 

いっしょにおはなししようね。 

いっしょにあそぼうね。 

きょうは、なにしてあそぶ？ 

 

佐藤美和 

外に出ることが大好き！興味が沸くと何でもやってみたい！私です。今年はどんなことに挑戦しようか

な。 

子どもたちと共にチャレンジし、たくさん嬉しさ、楽しさ、不思議さを感じていきたいです。 

失敗しても大丈夫。 

いろんなことに挑戦してドキドキわくわくしようね。 

 

工藤藍先生 

外で遊ぶのが大好きです。 
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趣味は、子どもの写真を撮ることです。 

子ども一人ひとりの気持ちに寄り添い、喜怒哀楽を経験しながら成長していけるようにしたいです。 

たくさんの学びを探したいです。 

みんなでいっぱい楽しく遊びましょう！ 

 

酒井菜海先生 

韓国のアイドルが大好きで韓国ドラマもよく観ます。 

少しですが韓国語を話したり、書いたりします。 

子ども一人一人と全力で向き合い、どんな場面でも子どもの気持ちを理解することを意識しています。 

楽しい気持ち、嬉しい気持ち、悲しい気持ち、悔しい気持ち、いろんな気持ちを共有して一緒に成長して

いこう！ 

 

髙橋日向子先生 

旅行をすること、温泉に行くこと、歌を歌うことが大好きです。 

子どもの「やりたい」気持ちを尊重し、さらに「やってみたい」を引き出せるようにしていきたいです。 

みんなと過ごせてうれしいです。出逢えたことに感謝して、たくさん遊びましょう！ 

 

髙内永実 

運動は苦手ですが、中学時代は卓球部で地道に頑張りました。 

それぞれの個性を伸ばせるよう見守り、その子が前進するためのヒントを与え、伝えていきたいです。 

自分の「やりたい」を大切にし、色んなことに挑戦してみてほしいです。応援しているよ！ 

 

大類美紀先生 

ポジティブ人間！私も娘も東原幼稚園の卒園生です。 

神様から託された大切なお子さまがのびのびと過ごせるようにしたいです。 

たのしい！うれしい！やってみたい！をいっぱい幼稚園で体験してください。 

 

武田あゆみ 

典型的な B 型人間。マイペース。好きなことはこだわるが、他はどうでもいいタイプ。 

ありのままで、その子がその子らしく生きて行けるように支援していく。 

家庭環境、育ちは様々、大人も子どももみな、神様に愛されている存在だということを忘れずにね。 

 

石原仰希 

体を動かして遊ぶことが好きです！絵本を読むことも好きです！特技はモノマネです笑 

子どもたち一人一人の個性を大切に、今その子が感じている気持ちに寄り添うことを大切にしていま

す！ 

君という存在は世界にたった 1人しかいない特別な存在！そんな君に出会えて先生は嬉しいよ！ 
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笠原陽子 

工作や歌うことが大好きです 

共にあることに感謝し、今を全力で楽しむ 

今日はどんな楽しいことがあるかな？今日はどんな素敵な出会いがあるかな？一緒に今日を楽しも

う！！ 

 

三浦美穂 

とても社交的で、楽しいこと、ワクワクすることが大好きです！自然も好きで、きれいなものを見て日々

癒されます。 

子どものありのままの姿を大切にしながら、様々な経験を通して成長していく姿を見守り、サポートし

ていきます。 

ここは”第２のお家”。安心できる場所で大好きなお友だちや先生と楽しく過ごそうね。 

 

進藤絢香 

「ハムスターみたい！」とよく言われます（笑） 

食べ物・飲み物の流行にはすぐ乗ってしまうタイプです！ 

子どもたちの内なる力を信じ、「見守る」ことを大切にしています。子ども独自の世界観を大事にしてい

ます。 

幼稚園にはたくさんお友だちがいるよ♪ 

いっぱい遊んで笑って泣いて、一緒に大きくなろうね！ 

 

須藤美香先生 

絵本を読むこと、歌うことが大好きです。 

子どもたちの想いに気づき、たくさんの愛を与えていきたいです。 

楽しいこと、好きなことを一緒に見つけましょう。 

 

加藤ひろ子先生 

花と手遊びが大好きです。花に癒され、子どもたちと共有して笑い合い、あそべるのが幸せです。 

子どもたちの怒りと涙には、ちゃんと理由があるので、胸の内に気付ける大人でいたいと願っています。 

一人一人神さまから賜物をいただいています。 

どんな時も必ずわかってくれる大人がいますよ。 

 

溝越悦子 

花を育てる事が大好きで､毎日成長を見ることが楽しみです。  

子ども達の気持ちに寄り添った保育をしていきたいです。 

泣きたい時は泣いても大丈夫！いっぱい遊ぼうね｡ 
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早坂文子 

「お笑い」大好き、「おいしいもの」だいすき、おともだちのとびっきりの笑顔は、私のエネルギー。 

おともだちの話をよく聞いて、質問して、何を私に伝えようとしているのか、聞き取るようにしていま

す。 

こまってもだいじょうぶ、こわくてもだいじょうぶ、だってそばにはいつも神様がいて助けてくれる。 

 

紺野文 

やさしくてまじめ人間です。 

一人一人のありのままを受け入れていきたいです。 

いっしょに神様の愛をたくさん見つけようね！ 

 

阿部明美 

元気で明るく運動が好き。動物（特に犬）が好き。 

料理が好き。食べることも好き！ 

おっちょこちょいなところもある私です。 

思いやりのある人になりたい、なってほしいと常々思っています。そしてみんな仲良くできたらいいな

あ。 

みんなと仲良く遊びたいな。 

 

エンスレン淳子 

花が好き。動物が好きです。 

旅行や音楽の演奏会に行くこと、お菓子作りも好きです。 

子どもたちの願い、夢が叶うように見守っていきたいです。 

何でも最初から上手くできなくても大丈夫だよ、と伝えたいです。 

みんなの笑い声が大好きです。 

一緒にたくさん遊びましょう。 

 

菅野さほり 

元気で明るく、子どもたちと一緒に遊ぶことが大好きです。 

いつも笑顔で一人一人の成長に寄り添っていけたらと思います。 

みんなと仲良く笑顔で楽しい毎日を過ごしましょう。 

 

本間真紀子 

音楽を聴くこと、朝のお散歩が大好きです。 

お散歩の相棒、ピンクのウォークマンがお気に入りです。 

一人一人の声に耳を傾け、子どもの思いを大切にしていきたいと思います。 

元気いっぱいのみんなと一緒に遊べて嬉しいです。 

いろんなお話聞かせてね。待ってるよ。 
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阿部知佳子 

しなやかな筋肉と柔軟な体を目指してバレエストレッチ頑張っていますが、温かい目で見守ってくださ

い。 

子どもたちが今どんな気持ちでいるか、何を思っているかを大切にしたいです。 

全力で遊びましょう！ 

 

横山朋子 

私はこんな人間です 

講演会やコンサートを聴きに行くのが大好きです。 

子どもが毎日の生活の中で、より多くの新しい発見ができるよう、手助けしていきたいです。 

みんなのキラキラおめめが大好きです。 

太陽の下、楽しい遊具でたくさん遊びましょう。 

 

会田洋子 

今は夫婦二人暮らし。子どもも孫も東原幼稚園っ子。お花畑（ガーデン）が大好きです。 

子どもたちの安全と健康を見守ります。 

一緒に成長しようね。小さいお友だちもおばあちゃんも、同じ神さまの大切な子ども。こんな気持ちをあ

りがとう。 

 

林谷幸憲 

趣味は街歩き。山形市内にある、故結城泰作氏の描いた「やまがたレトロ館ペン画」に載っている、現存

する明治大正昭和の古い建物を訪ね歩きます。 

挨拶と感謝。おはようございます。こんにちは。さようなら。ありがとうございます。のことばが出せる

人になること。 

晴れた日は外で走り回り、雨や雪の日は建物の中で遊んで、友だちをいっぱい作ってください。 

 

森山茂 

自然に親しみ、清流で渓流釣りを楽しむ親父です。 

毎日元気で笑顔いっぱい！ 

泣いて笑って、走って転んで、たくましい子供にそだってほしい。 

 

粟野桂子 

余り語らない父に”材木屋”と言われた。 

「木（気）が多い」から。なんでもやってみたい子ども心のままです。 

ねえ！ちょっとやってみない？応援するよ！ 

できたじゃない。すご～い！もう 1回もう 1回！ 

できたね。もう大丈夫。 
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今日の一歩が未来につながるスタートです。 

イエスさまの愛と力に見守られながらはじめの一歩を踏み出そう。 

 

ラフィク・メトリ 

こんにちは、Rafik Metri です。 

英語の先生です。 

子ども達が動きながら楽しく遊び、学びながら成長することを大切にしたいです。悲しいなと感じたり、

一人ぼっちだなと思った時、あなたは神様からとても愛されています。このことを決して忘れないでく

ださい。 

 

佐竹真次 

マジックやお笑いが大好きで、人に笑ってもらうことが喜びです。 

魚をあげるより魚のとり方を教える教育が大切だと考えています。 

いつもニコニコで毎日祈り小さなことにも「ありがとう」を言うと、もっともっと楽しくなるよ。 

 

※事務局よりご案内※ 

 

【訃報】 

２０１８年、副園長として、そして２０２０年からは園長として、東原幼稚園を

牽引してくださり、同窓会の副会長であった髙内健先生が、２０２２年１２月、天

に召されました。 

東原幼稚園のこども園化と働き方改革を推進し、建築途中のエンジェル館を見て

は、完成を楽しみにしておりました。出勤できなくなった１１月からは、自宅で認

定こども園になるための事務作業をこなし、時々Zoom で会議に出席してくださる

こともありました。 

お葬式では、まだコロナ渦の年末だったにも関わらず、たくさんの方々が最後の

別れを惜しんでおりました。髙内先生の人柄が偲ばれました。 

今こうして東原幼稚園が認定こども園として生まれ変わり、子どもたちが豊かに

遊び、成長しているのは、この髙内先生の、捨て身の働きがあってのことです。 

 明日から自宅療養に入るというその日のお昼過ぎ、髙内先生は副園長の中村とこ

れからのことについて打ち合わせをしました。話を終えて、早退する髙内先生の背

中に向かって、中村が「心から感謝しています。このように東原幼稚園を大改革し

てくださったこと、一生忘れません」と申し上げましたら、振り返ってにっこり笑

ってくださいました。 



16 

 

 髙内先生、本当にありがとうございます。今はどうぞ、神さまのみもとでゆっく

りお休みください。天国で再会できますことを思いながら、東原幼稚園はこれから

も地域の子どもとご家族の幸せのために労していきます。 

 

 

 新型コロナウイルスの影響でこれまでと違う状況の中にありますが、会員の皆様

におかれましてはお元気でご活躍のことと存じます。 

 

【会報告】 

 ☆新会員 19 名  会員総数３，８39 名 

☆ご連絡先が変更になった方は、お手数ですが事務局までお知らせください。 

 

【役員交代】 

☆6 年間お世話になりました。一緒に楽しく参加させていいただきました。 

 ありがとうございました。         山口江里子さま、渡辺由里さま 

☆３年間お世話になりました。園の職員として今後もよろしくお願いします。 

                         笠原陽子さま 

☆今年から役員をさせていただくことになりました。6 年間よろしくお願いしま

す。 

新一年生  常川奈緒さま、八鍬祥子さま  

四年生  辻村奈留美さま 

 

【お知らせ】 

☆ご連絡先が変更になった方はお手数ですが、事務局までお知らせください。 

 

＜創立 70 周年記念事業における寄付のお願い＞ 

2020 年に東原幼稚園は創立 70 周年を迎えました。創立 70 周年記念事業実行委員長

を、学校法人山鳩学園同窓会会長（前園長）である粟野桂子が引き受けました。 

東原幼稚園は、2023 年 4 月から「認定こども園東原幼稚園」（幼保連携型）に移行い

たしました。それに伴い、0-2 歳児用のエンジェル館の建築及び現園舎の改修を行いまし

た。総額１億 8,000 万円を超える大きな事業となりました。同窓会の皆さまにおかれまし

ては、寄付のご協力をお願いしたく、ここにご案内申しげます。 

 寄付をいただきます際には、HP のトップページ上部「創立７０周年記念事業ご寄付のお
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願い」からお願い致します。 

寄付目標額 ２，０００万円 

 

【編集後記】 

ホームページでの会報発行が 7 年目となりました。 

新型コロナの５類感染症移行に伴い、周りの環境や行動が変化していることを強く感じて

います。新しい生活様式の中、これから様々なイベントを制限なく楽しめることにワクワ

クしています。 

皆様にとりましても、たくさんの素敵な思い出の残る１年になるようお祈りしてお

ります。 

原稿をお寄せくださった皆様や先生方に心より感謝申し上げます。  

東原幼稚園の様子は、スマホやパソコンからも、HP にアクセスして

ご覧頂けます。 

ご意見ご感想、今後取り上げてほしいテーマなどございましたら、  

事務局 k.higasi@ceres.ocn.ne.jp までお寄せください。 

 

             ★会報担当者★常川・八鍬・岡田・早坂・中村  

mailto:k.higasi@ceres.ocn.ne.jp

